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1 はじめに

スマートフォンやタブレット端末をはじめとする携

帯端末の普及により，ネットワークサービスの利用環

境が拡大している．しかし，携帯端末は計算機に比べ

資源に乏しく無線接続による通信となるため，不安定

かつ低速度な通信となり，利用者が常に快適なサービ

スを享受することは困難である．さらに，充電残量が

限られる携帯端末では充電残量を意識した使い方をし

なければならず，利用者にはストレスとなる．

そこで，本稿では，エージェント指向コンピューティ

ングに基づく発展型エージェントシステム（Evolutional

Agent System : EAS）を拡張し，携帯端末の状態に

応じたネットワークサービスを実現するためにエコア

ウェアエージェント（EcoAg）を提案する．また，プ

ロトタイプシステムを用いた実験を行うことで本提案

手法の有効性を確認する．

2 関連研究

これまで，我々はサービス品質（Quality of Service :

QoS）を考慮したサービス提供手法を提案してきた [1]．

この手法は，EASを適用することで，サービス提供中

のQoSの下落に積極的に対応する．しかし，安定した

サービス提供のみを想定しており，充電池への影響は

考慮はされていない．

充電池への影響を考慮した手法として，Apple社の

最新OSであるOS X Mavericks [2]では，アプリケー

ションごとに充電池への影響度が表示される機能が提

供されているが，この機能は充電池への影響度が表示

されるのみで，システムがアプリケーションに対して

制御を行う等の機能は提供されていない．

このように，既存のサービス提供手法では，携帯端末

の限られた充電残量に影響を及ぼす問題がある．そこ
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で，本稿では，EcoAgがネットワーク状況や資源量を

考慮した制御を行うことで，充電残量を考慮したサー

ビス提供手法を提案する．

3 携帯端末におけるEAS

EAS は，システム環境を反映した積極的な制御に

よって性能を改善するマルチエージェントシステムで

あり，システムの稼働状況や外部環境の情報を基に制

御を行う．これまでの EASは利用者端末下のエージェ

ントが利用者に応じたシステム構成や調整を行ってい

た．これに対し本稿では，システム構成や調整などの

制御を行う EcoAgをネットワーク上の Repositoryに

配置することで，制御による携帯端末のシステム負荷

を最小限に留める（図 1）．

3.1 資源維持度

EcoAgが制御の判断を行うために，携帯端末の資源

が維持できる程度の指標として，資源維持度（Energy

Continuance of Index : ECI）を次のように定義する．

Definition 1. 資源維持度ECI

現在の資源残量 eng-strgi，資源の消費要因 ecfij，携

帯端末の総数 Nup を用いて ECI を次のように定義

する．

ECI = {eci|eci =< eng-strgi, ecfij >;

i = 1, ..., Nup} 2

これにより，携帯端末から得られる資源情報から

ECI を求め，サービス提供が継続可能な時間の指標

とする．

本稿では，ecfij の優先度 αij，資源の消費要因の総

数Nf を用いて eciを次のように定義する．

ecii =
Nf × eng-strgi∑Nf

j=1(αij × ecfif )

αij の範囲は (0, 1]とし，各 ecfif に対して定義するこ

とで優先度を設定する．
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図 1: エージェントフレームワーク

3.2 エージェントフレームワーク

本提案に基づくエージェントフレームワークを図 1に

示す．ユーザ端末上のWorkplaceでエージェントが動

作し，Repositoryに各エージェントは格納されている．

本フレームワークはエージェント指向マルチメディ

ア通信システムである．送信側の計算機で獲得したメ

ディアデータを無線ネットワークを介して受信側の携

帯端末に配信する．

サービス提供中，受信側では携帯端末の資源情報を

取得するエージェント（PtAg）とネットワーク情報を

取得するエージェント（NtAg）が，それぞれ取得し

た情報をリポジトリ内の EcoAgへ定期的に送信する．

EcoAgは得られたサービス提供中の資源情報からECI

を求め，ECI を更新，監視する．

また，サービス提供中の端末に負荷が加わることに

より，充電残量に深刻な影響を与えることが予測され

る場合は，ECI の下落によって検出する．ECI 下落

時，EcoAgがシステムの制御によってサービスの継続

時間が延長可能かを判断し，延長可能である場合は資

源パラメータを変更する調整や，エージェント組織を

再編成する再構成を行う．再構成は，EcoAgが再構成

の要求をマネージャエージェント（manager）に送信

し，manager が組織した Repository内のエージェン

ト組織と，Workplace上のエージェントを交換するこ

とで行う．

4 実験と評価

提案手法の有効性を確認するために，図 1のフレー

ムワークに基づいたプロトタイプシステムを実装した．

EcoAgによる制御は，動画解像度，動画ビットレー

ト，フレームレートといったパラメータや動画コーデッ

(a) 従来手法

(b) 提案手法

図 2: 実験結果

クの変更を行う．実験では，資源の消費要因 ecfij は

CPU使用率，輝度，ネットワーク処理とし，各要素の

優先度 αij はそれぞれ 1とした．また，クライアント

の充電残量が 90[%]から 10[%]になるまでのサービス

継続時間を検証する．

図 2に実験結果を示す．EcoAgによる制御を行わな

い従来手法では 4.35[h]であったのに対し，4回の制御

を行った提案手法では 5.35[h]サービスを継続した．即

ち，サービス継続時間を 23.07[%]改善できた．これに

より，本提案手法の有効性を確認した．

5 おわりに

本稿では，携帯端末のネットワーク状況や資源量，充

電残量を考慮して制御を行うエコアウェアエージェン

トを提案し，実験によって本提案手法の有効性を確認

した．今後は，双方向通信の検討を行い，更なる実験

により，本提案手法の有効性を確認する．
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